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【児童の実態】 

〇明るく素直な児童が多く，意

欲的に学習に取り組むこと

ができる。 

〇粘り強く反復練習に取り組

んだり，家庭学習をきちんと

やりきったりできる。 

△学ぶことに興味・関心はもっ

ているものの，すぐに正解を

知りたがり，深く思考する姿

勢が弱い。 

△相手にどう伝わるのかが不

安で，自分の考えや思いを発

信することに躊躇してしま

う傾向がある。 

【学校の教育目標】 

せいいっぱい 

 きたえ のびよう 

      東っ子 

【目指す学校像】 

自分を出し切り 

「笑顔いっぱいの学校」 

【合い言葉】 

「出し切る」「見つめる」 

子どもたちが安心して 

自分をのびのびと出し切り 

自分に自信をもち 

可能性をのばす 

自己充実感 自己肯定感 

自己有用感 

  

【研究主題】 

主体的に学び合い，「できた」「わかった」が生まれる授業づくり 

【めざす児童の姿】 

・自ら疑問をもち，見通しをもって主体的に学習することができる 

・他者の気付きを得ながら，自分と他者の意見や考え方を比較し，広げ，深めることができる 

・これまでの学びを振り返り，次の学習につなげることができる 

・思考力・判断力・表現力を高め，新たな挑戦に，積極的に取り組むことができる 

関連させながら指導していく。郷土のよさに気付き，郷土を愛する心情や態度がもてる子 

【研究仮説】 
 児童が自ら疑問をもって学ぶようになれば，主体的に学習するようになる。そのためには，児童の
「なぜ？」「どうして？」といった「問い」を大切にしながら，深い学びにつながる発問をしたり，
児童が挑戦したくなるような問題を出したり，解決への見通しがもてたりすれば，自ら解決に向かっ
てとことん追究していくことができると考える。 
 また，児童が「対話は楽しい」と感じるようになれば，自然と対話をするようになる。そのために
は，児童が「もっと知りたい」「調べたい」「考えを伝えたい」という願いをもって授業に臨むことが
大切であり，そのためのテーマや学習形態を工夫したり，児童どうしの会話がつながる授業を展開し
たりしていけば，より自信をもって表現できることにつながると考える。 
  

【研究内容１】主体的な学びができるための指導の工夫 

（１）児童の「なぜ？」「どうして？」などの問いを導き出す授業の工夫 

【例：児童の実態に応じた，わくわくする導入を実践し，教師間で交流する】 

（２）問題解決への見通しがもてる授業の工夫 

【例：考える手立てを示したり，これまでの学習とのつながりを提示したりする】 

（３）児童が挑戦したくなったり，深い学びにつながったりする発問・課題の工夫 

【例：多様なチャレンジ問題を準備したり，様々な場面・条件設定で考えさせたりする】 

【研究内容２】対話的な学びができるための指導の工夫 

（１）対話が楽しいと思える授業の工夫（児童どうしの会話がつながり，展開される授業等） 

   【例：児童が個々のタイミングで自由に交流や会話ができる授業の在り方について考える】 

（２）児童が対話したくなうようなテーマの工夫（対話にふさわしい課題づくり・実体験とのつながり等） 

   【例：事前に家庭でチャレンジしたり，家族に聞いたりして，話したい内容を準備する】 

（３）本時に付けたい力に合わせた対話の工夫（交流・発表の仕方，問いかけ等） 

   【例：話し方（相手の目を見て，反応を確認詩ながら）聞き方（反応したり，質問したりしながら，よさをほめながら）を鍛える】 

【東白川村教育目標】 

村を愛し，よりよい生涯と社

会を築くために，心豊かにた

くましく生きる人間性の育成 

 

【教育方針】 

〇活動の基本方針 

ポストコロナ時代における新

たな生活様式を取り入れた教

育活動の推進 

 

しっかり学び しっかり育つ

元気な小中学校教育の推進 


